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「夢をかたちに」 

(李東建会長) 
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① 「ごみゼロ」「クリーン作戦」清掃奉仕記録 

② 例 会 記 録 

 ごみゼロ記事 
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①清掃奉仕活動 
１．「ごみゼロ運動」平成 21 年 5 月 30 日（土）

午前 6 時半：木彫りの里・大門川河川敷公園        

 
開始前に、挨拶する小西会長 

  

  
 
今年度も、井波地区婦人会や北陸銀行の皆さんの参加を

得て、木彫りの里駐車場に集合し、木彫りの里や大門川河

川敷公園の清掃を行いました。従前のような、タバコの吸

殻や空き缶は少なくなり、投げ捨てなどのマナーの悪さが

減ってきていると感じられました。一方で、草むらに、ボ

ウリングの球が見つかり、驚きました。ゴミを拾うよりも、

ゴミを出さない、あるいは持ち帰るなどの意識の改革を訴

える効果が現れている感じでした。 

また、今年度から、創立 30 周年記念式典のときに揃え

た、ジャンバーを着て、活動をしました。このジャンバー

を見て､あっ井波庄川ロータリークラブだ、また、頑張っ

ているなと少しでも地域に人に活動を理解していただけ

れば、こんな嬉しい事はありません。 
 
 
 

２．「庄川観光祭クリーン作戦」平成 21 年 6 月 7
日（日）午前 7 時：庄川観光祭会場 

 

 

2006 年の横川年度から始まったクリーン作戦も今年が

４回目です。今年から、本田ロックの皆さんが新たに参加

され、総勢 200 名にもなる参加者が、前夜の花火大会後

の観光祭会場を清掃しました。空き缶・ペットボトルや露

天の食べ終えたパックなど、たくさんのゴミを回収しまし

た。今年も、関電・金融機関をはじめ、ボーイスカウトや

庄川中学校のボランティア委員会の生徒さんなど、多数の

参加があり、この活動の成果に期待が寄せられていること

を痛感しました。 
 
②第 1４７6 回例会 
平成２１年 6 月 3 日(水) 井波文化センター  
１．点鐘 小西会長 

２．君が代斉唱 

３．ソング「奉仕の理想」 

４．卓話ゲスト紹介：金子良成氏（井波、高野山真言宗本

山布教師：金城寺住職） 紹介者：三角信行会員   

５．ビジター紹介：西川雄策氏・河合映浩氏（南砺ＲＣ） 

６．月結婚祝：上田会員（7 日） 
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７．バースディソング  

８．会長の時間…「ビジターの西川さん、河合さん、また、

ゲストの金子さん、ようこそいらっしゃいました。い

よいよ衣替えの季節となってきました。前回例会から

の行事の報告をいたしますと、5 月 22 日には、５Ｒ

Ｃ懇親ゴルフ大会が千羽平であり、1 位は主管の小矢

部中ＲＣ、2 位は南砺ＲＣ、3 位が砺波ＲＣで、当ク

ラブは 5 位でした。次年度は、当クラブが主管です。

24 日は、氷見ＲＣ創立 40 周年記念式典に、高瀬幹事

と行ってきました。50 年の通過点であるということ

で、割とつつましく開催されました。30 日は井波地

区のごみゼロでした。今度の日曜の 7 日は庄川のクリ

ーン作戦が残っております。あと 1 ヶ月よろしくお願

いします。」 

９．理事会・幹事報告…「①理事会は、審議未了もあり、

例会終了後、再開します。②嬉しい報告です。先日の

国際親善文化交流生の候補であった、楠本（旧姓吉田）

郁恵さんから、5 月 30－31 日の面接試験にパスした

とのメールが入りました。全国で 8 名の中に入ったそ

うです。おめでとう御座いました。」  

１０． 委員会報告…①社会奉仕委員会：６月７日、「庄

川観光祭クリーン作戦」です。７時から実施します。

本田ロックも今年から参加します。170－180 名参加

予定です。軍手が足りないので、各自持参。②出席委

員会(代理)：23 名中 13 名出席(出席免除者 7 名中 4

名出席)・・・出席率 65.00％ 

１１． ニコニコ BOX(高瀬幹事：本日 4 名 5,000 円)    

河合副会長：無題「チリも積もれば山となる」 

三角会員：外孫（長男）誕生しました。  

上田会員：結婚祝お礼（昭和 45 年 6 月 7 日）。  

 山本会員：①金子さん、ようこそ。②30 周年記念誌、

月末までには・・・。 

  (6 月計 5,000 円：年度累計 356,000 円) 

  
 

卓話「心が風邪をひく前に」金子良成氏  

    

金子良成氏：こんにちは。本日は「心が風邪を引く

前に」というテーマで話をさせていただきます。こ

こになぜ鐘があるのかは知りませんが、鐘の音を聞

くと、心が和みます。風邪といえば、最近新型イン

フルエンザで関西が大騒ぎでした。本日は、河合映

浩さんもお見えですが、保護司会の世話をされてお

られます。保護司の皆さんは、心が風邪を引いてし

まうと、治らないという事をよくご存知です。 

 私は、20 年前より、「寺子屋親子自然教室」を開

いています。「ギフチョウを捕まえに行こう」という

教室では、春の妖精といわれる、アゲハチョウの一

種の珍しいギフチョウを親子で捕まえに行く企画で

す。よく生き物を捕まえて、という人がいますが、

子供達が捕まえたぐらいでは減りません。行政が開

発をすることで生き物は減っていきます。 

 6 月 13 日には、「高瀬遺跡にホタルを見に行こう」

と計画しています。本物を見ない人が増えているの

で、自然に触れて目を養わせるため、実際にホタル

を捕まえてもらいます。例えば、ホタルの匂いを嗅

いで、印象を聞きます。ある子は、薬臭い、また、

便所の匂い、不思議な匂いだといろいろ言います。 

 知識は時間がたつと忘れてしまいますが、五感が
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加わる事で、「智恵」となり忘れません。痛い目にあ

ったほうが忘れないのはそういうことです。 

 私のお寺は、変わった寺です。ロータリークラブ

は奉仕活動をしておられますが、仏の世界では、布

施行・菩薩行です。なくなった方の遺族から「永代

詞堂経」として頂いたお金を、これからの子供のた

めに使わせていただいています。「寺子屋親子自然教

室」は 20 名の定員で始めましたが、今では 97 名の

登録があります。子供達に体験させてやりたいが、

親が経験したことがないというので、是非この教室

で教えてほしいという声が多く、断れません。 

 子供達は「これなあに？」と聞きますが、これは

ただ名前を聞いているのではありません。綺麗だね、

すごいねなどの感想を言ってもらい、一緒に感動を

してほしいのです。ある子は、毎日道端でタンポポ

を摘んで帰ります。なぜ、続くかというと、その家

ではおばあちゃんが、ありがとうといって一輪挿し

に花を活けてくれるからです。 

 

 

 本日、2 枚のプリントを持ってきました。1 枚目

は、「心の庭に花を咲かせる」と題して、「つもり違

いの人生の智慧」です。かいてあるとおりだと思い

ます。2 枚目は、「なでぼとけさんの心の薬」と題し

て、いくつか詩が載せてあります。そのうち「いろ

はにほへと…」は高野山真言宗の宗歌です。高野山

の開祖、空海上人が作られたといわれています。 

 
 私は、5 月連休に本山高野山に法話に参ります。

そこには、若い人、特に女性も多く来られます。な

ぜ、高野山に参るのか、質問をしました。その答え

は、①寺に泊まってみたい：宿坊ブーム、②ゴマ豆

腐を食べたい：高野豆腐・懐石料理などの和食ブー

ム、③座禅をしたい：正座体験から、座禅まで経験

できるコースがありますので、体験したいというも

のです。 

 あいだみつをという書家がいますが、まだ書が売

れていない頃、人生がいやになって悩んでいて、い

つも散歩している道でふと鐘の音が聞こえてきまし

た。その音につられてあるお寺に入って、気がつく

と本堂の中でした。住職らしき人に、ちょうどお経

が終わったので、一寸お話されていかれませんかと

言われ、そのまま、待っていました。ところがいつ

まで経っても住職が現れず、もう帰ろうと思ったと

きに、「もう、仏様と十分お話しされましたか？」と

言われ、はっと気付きました。お話をするのは、住

職と思っていたのは、勘違いで仏様が相手だったの

でした。 

 心の病をする前に、本物の出会いになれば、と日々

考えております。本日はこういう機会を頂いて、感

謝しております。「南無大師遍照金剛」  （山本記） 
【編集後記】 小西年度もごみゼロが終われば、あと 1

ヶ月。小生も会報から解放される?日が近づいてきました。

今回の卓話は、年齢では小生が１つ先輩の金子良成先生

でした。日頃から子供達が自然を通して、いろんな体験

をさせていただいています。命の大切さは、知識と五感

で学べば、間違いのない智識・智慧となるのだと、改め

て教わりました。年だけ先を行っても、行き方について

まだまだ未熟な者は、先輩などと決して口に出来ないも

のだと、痛感しました。         (山本武夫) 
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